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10 第1回 実験美学セミナー(第127回 バイオサイコシンポジウム共催)

「描くことの進化と発達の起源を探る～ チンパンジーとヒトの幼児の描画行動から～」

Exploring genesis of evolution and develpment of drawing－

the drawing behavior in Chimpanzees and human children

開催 日  2010年12月6日

企画 川畑秀明(脳 と進化班)
講演者  齋藤亜矢(京 都大学野生動物研究センター、東京藝術大学)

 2010年12月6日 、三 田 キャ ンパ ス内で京都 大学野 生動物研 究

セ ンターお よび東京藝術 大学 の研究 員齋藤 亜矢博士 をお招 きし

て、第1回 実 験美学 セ ミナーか開催 され た。当 日は本学 内外 よ

り多数 の参加者 が集 まっ た。 齋藤博 士は、 京都 大学 霊長類研 究

所 の天 才チ ンパ ンジー として知 られるア イち ゃんな どを対 象 に

描画行 動 を実 験的 に研 究 して きた。 同時 に ヒ トの幼 児 で も同様

の観察 を実 験的 に試 みて いる。

 今 回の発表 で は、齋 藤博士 が長年 取 り組 まれ て きた実 験結果

か ら、絵 を描 くこ との認知 的 な基盤 とは何 か とい う大 きなテー

マ につ い てお 話 いた だ いた。 描 画行 動 の進 化 ・発達 的な起 源

を、 チ ンパ ンジー とヒ ト幼児 を対象 とした比較認知 科学 的 な研

究で あ る。絵 筆 を器用 に操作 しなが ら具体 的 な物 の形(表 象)

を描 こ うと しない チ ンパ ンジー と、 な ぐりが きか ら表象描 画 に

移行す る時期 の ヒ トの相違 は どこにあ るのか。刺激 図形 を用い

た課題 か らはイ メージの想起 や補完 との 関連が示唆 された。

 チ ンパ ンジーで も筆 遣 いの タッチや色 の配置 な どの特徴 、い

わゆ る画風 の ような ものが あ る。 な く り書 きの よ うで、 しか し

そ こには 「個性 」 を感 じさせ る。 しか し、 チ ンパ ンシーは具体

的 な物 を描 くこ とはない。 それ を、 齋藤博 士 は、線 をひ く手の

動 きを上手 く調整で きな い とい う技術 的 な問題、何 らか の認知

的 な問題、 あるい は描 こう としないだけ とい う意欲 の 問題 と し

て と らえ、 ヒ トの幼児 の描画 行動 と比較 しなが ら明 らかに して

い こう とす る。 顔のパ ー ツが 欠 けて い る線画 に、 どの ように線

や点 を書 き加 えてい くか をみる 「画竜 点晴」 課題 か らは、 チ ン

パ ンジー の線 を調整 して描 くた めの技術 的な問 題 よ りも、 「な

い もの」 を補 うことが で きない、 とい う認 知的 な問題 の方 が関

わ って い るこ とか分 かって きた とい う。

 チ ンパ ン ジー とヒ ト。 それ らが進 化 的 に分 れ たの は600万 年

ほ ど前 だ。 「描 く」 とい う行為 か ら垣 間見 え る心 の進化 とは、

表 象が どの よ うに獲得 され ていたか とい うこ とで あ り、 その問

題 提起 は、多 くの参加 者の心 をつか み、活発 なテ ィス カ ノシ ョ

ンが行 われた。

The lst seminar on experimental aesthetics was held on

December 6th at Keio University Dr Saito from Kyoto

Umversrty had a talk about her studies on drawing behavior

mChimpanzees and human children based on comparative

cognitive science
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